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法律（平成１６年法律第７７号）第２条第４項に定める「環境報告書」として作成したものです。
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独⽴⾏政法⼈⾃動⾞技術総合機構 $%&'��年度
($%&'年)*+, 〜 $%&+年&*&+,-
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次回発⾏予定 G'G'年C*(H�-



わが国の経済及び国⺠⽣活は、モータリゼーションの発達とともに⼤きく変化し

IJKLJ��M

国内における⾃動⾞保有⾞両数は、いわゆる⾼度経済成⻑が始まった昭和

&'年代終わりの時期の約&)'NODP�$%&'年&*��Q�FR+STNO8
UV�WXYLJ��M
物流を担うトラックや、皆さんの「⾜」を⽀えるバス、タクシー、そして、最も⾝近

な輸送⼿段として⾶躍的に増加した⾃家⽤乗⽤⾞など、⾃動⾞は国⺠⽣活、

Z[���\]I�YPYK^�XY_IKJ�M

⼀⽅、こうした普及の裏では、交通事故や交通渋滞、騒⾳や排気ガスによる

環境の悪化など、深刻な社会問題が⽣じており、国⼟交通省はじめ関係各省

では、⾃動⾞がより安全で環境にやさしい乗り物として健全に発達するよう、種々
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独⽴⾏政法⼈⾃動⾞技術総合機構は、平成Gd年T⽉に成⽴した「道路運
送⾞両法及び⾃動⾞検査独⽴⾏政法⼈法の⼀部を改正する法律」に基づい

I�$%GF年)*+⽇に⾃動⾞検査独⽴⾏政法⼈と独⽴⾏政法⼈交通安全
環境研究所が統合され、国⼟交通省から⾃動⾞の登録に関する確認調査事

E�ef8gh�i��jk�J��M

当機構の役割は、「道路運送⾞両法に基づく基準適合性審査、リコール技術

検証等の業務を引き続き適格で厳正かつ公正に実施するだけでなく、⾃動⾞の

lmDPnopqJr8stu� v���X���wxy7z{�|}8<c�
⾃動⾞等の陸上交通に係る国⺠の安全・安⼼の確保及び環境の保全を図ると

ともに、国⼟交通省が⾏う⾃動⾞等の基準策定に係る研究の中核をなし、併せ

て国際標準化業務の⽀援等を⾏うこと」です。
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wxy7z{�|}�~KI�、新技術に対する検査の検討、管理部門の効
率化等、新法⼈においては多くのシナジー効果が⾒込まれます。

そのシナジー効果が最⼤限発揮されるよう、理事⻑及び全理事からなる技術

戦略本部を設置し、技術戦略に特化して各部門が保有する情報を⾃動⾞機

構全体で共有し、⾃動⾞機構内の技術に関する企画・⽴案を⼀⼿に担う場と

しての機能を持たせたところです。引き続き、技術戦略本部を中⼼に、シナジー

z{�|}��h��.8��J�M
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に対応した安全・環境基準の策定に資する研究を中核として、引き続き⾏政に

貢献して参ります。⾃動⾞認証審査部及びリコール技術検証部においては、最

i��� v�~~���D~��Y�E8Q`�J�M
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⾃動⾞安全研究部
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⾃動⾞認証審査部
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⾃動⾞の安全性の確保及び⾃動⾞による公害の防⽌、環境の保全を図るため、国⼟交通省等と連携しながら、効果的な対策として次の項目について、

m¹u�Q`���¨É�J�M

Ê =>��ËÌ�	�Ë>�¥¦��ÍB�E8�Q�Q`�J�M
Î 社会情勢の変化に伴って⾏われる道路運送⾞両の保安基準に関する細部規程の改正に対応し、審査事務規程の適切な⾒直しを⾏¨XX^��u�
YÍB�Q`rÏ��¨ÐÑYÒÓ�ÔÈ8ÕLJ�MJ��ÍB�E��h��ÖK�×1�~KI�ÍB�QØ�ÙP�IÚ�Û��XX^��>Ü
的に提出書⾯などの審査⽅法の統⼀を⾏う等、審査事務規程の規定内容の充実を図ります。

Ý 基準に不適合な⾃動⾞や不正に改造した⾃動⾞を排除していくために、国�ÑÞ�vcI�これに協⼒し、国⼟交通省の講じる⺠間指定整備⼯場に
よる指定整備率の⼀層の向上を図るための措置に伴い、中期目標"#ß�SS万台の⾞両を検査することを目標に、街頭検査を実施�J�M

à 不正改造⾞を排除するため、カスタム・カー等のwá7における不正改造⾞、⽤品販売店における保安基準に適合しないおそれのある⽤品等について、啓
発活動を⾏KJ�M

â ⾃動⾞の検査の役割及び検査⽅法等に関して国等が⾏う各種キャンペーン等へ参画�J�M
ã 検査業務の⾼度化・改善等の検討に当たっては、äåæç（国際⾃動⾞検査委員会）等を通じて諸外国の⾏政機関等との情報交換を⾏うなどにより、
ÜèuY��¡éo z{^êJV�±rQ`�J�M

ë 国が実施する関連⾏政施策の⽴案や技術基準の策定等に資する研究等を⾏っています。また、我が国⾃動⾞及び鉄道等の技術の国際基準化及び標準化等

のため、研究成果等を活⽤し、新たな試験⽅法等の提案に必要なデータ取得等も⾏っています。
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⾃動⾞の排出ガスの基準適合性審査において基準不適合となる⾃動⾞は、原動機の性能の悪化により燃費が悪くなり温室効果ガスの排出量が増

í�IK��X�îVP���ïð�審査により基準に不適合な⾃動⾞を排除することにより、温室効果ガス排出量の削減に寄与していJ�M
J��0年度以降も �ñ�òóôõÛ aQ`m¹§�ö÷Ï�ô»z{ø��ù}�úÓ�����~~�E8Q`�IKJ�M

Î �	���~KI�m¹( �ñ�òóôõÛ aQ`m¹§�ìÑ-

ûüýの建築、管理等���_I���
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「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成+G年法律第+''�-§�ö÷Ï�$%�³年度における環境物品等の調達の推進を
Õ������(��� ����§XK¨M-8������ö÷KI�	ý�����(�À75��-8���J�M
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エネルギー使⽤の合理化に関する法律（省エネ法）に基づきエネル

ギー管理統括者及びエネルギー管理企画推進者を選任し、「当⾯の地

óôõÛ aQ`m¹§�ö÷ÏQ`m¹����8����	

��8���IKJ�M
エネルギー管理企画推進者

（本部企画課⻑補佐）

理事⻑

エネルギー管理統括者

SR��OP担当理事）

$%��#TUV

（検査課⻑・事務所⻑ W�XY ZQG
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調達⽅針において調達総量に対する基準を満⾜する物品の調達量の割合により目標設定を⾏

¨���~KI��>I+''�8��X�IK�M
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Ê $%&'年度においては、全国C& @�AB1���E@rTRC))!"�Ë=öÇ#t$ÍB8Q`�J��。このうち、ユーザー（受検代⾏者を含

:M-�gA"W�GS%&�����+RdSC!"r��MQ`��Ë=öÇ#t$ÍB"W��&’AB89�ItmdR'd&!"r��M

さらに、⾃動⾞審査の確実で効率的な審査業務を実施し、基準不適合箇所についても、審査の過程で改善させることにより、基準に適合しない⼜はその

おそれがある⾃動⾞が市場に出回ることを防⽌しJ��。⾞両審査件数GRTTG()�*+()ÍB()W&&S型式、不合格&"M

Î 道路運送⾞両の保安基準に関する細部規定の改正等に応じて審査事務,-8.��J��M

Ý 国⼟交通省��/0½1234�の協⼒を得て、AB5W�6í�É�I�L�+GRC万台の⾞両�~KI&’AB8Q`����78+d%d�±5�

ことができました。また、街頭検査の内容についても、深夜の暴⾛族等を対象とした深夜街頭検査、「カスタムカーショーの会場周辺」や「初⽇の出暴⾛」など、

不正改造⾞の使⽤等が多いと想定される場所、状況等での社会的要請に対応した街頭検査を積極的に実施しました。

à 街頭検査や各種キャンペーン等の機会を捉え、国⼟交通省と連携して啓発活動を⾏うとともに、国⼟交通省が⾏う指定整備⼯場の⾃動⾞検査員研修等�

b889:��ÍB�E,-�Ã;�~KI<DL¡�]=>8⾏いまし�M

â ?@�>Ü;<=>���ª¹している他、不正改造⾞排除運動���AÔÈ����に参画しており、街頭検査等を通じ審査業務に関する理解の

�±�É�J��M

ã 海外調査等により、諸外国の⾏政機関等の情報把握を⾏いました。

ë 燃料電池等新技術搭載⾃動⾞の安全・環境性能評価、実⾛⾏時の有害物質及び騒⾳の評価、実⽤燃費の評価等の研究やデータ取得等を⾏いました。
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業務を実施するにあたっては、⽤紙類の使⽤量の削減、再⽣紙などの再⽣品の活⽤、冷暖房温度の適正管理、エネルギー使⽤量の抑制、

ごみの分別、廃棄物の減量等に努めJ��M

また、職員に対する研修等において地球温暖化対策に関する情報提供を⾏KJ��M

$%GT年度 SR+Td A '%'+TCF
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$%GC年度 SRdCd A '%'+FG)

$%&'年度 dRGTG A '%'+FSS

$%Gd年度 SR&'C A '%'+TFF

$%GF年度 TR&+d A '%'+FTG

$%Gd年度 CS%G

チェックリストによる目標達成率［％］

$%&'年度 C)%)

$%GT年度 CS%&

$%GC年度 C)%d

$%GF年度 CS%d
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"#$%&�’()*+,-

/�E@��;<=>�	2?@等において実施計画推進者を定め、省

BC�QD�~KIE*�Q`FG8	
��À�
��L�A�J��M

②温室効果ガス排出量 .

$%&'年度中に当法⼈の本部（研修センターを含む）、/AB1��;

<=>�	研究所等で使⽤した電⼒及びガソリン・軽油・灯油等の各種燃料

等についてエネルギー使⽤量のデータを収集し、地球温暖化対策の推進に関す

る法律に基づく命令の規定に基づいて算定しました。
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調達⽅針において調達総量に対する基準を満⾜する物品の調達量の割合

により目標設定を⾏う品目については、>I+''�8��X�IK�X�®r��

��$%&'年度に調達を⾏った品目についてはその目標を達成することができた。

����ý���H��	ý�����FG

IJ�öÇ8Kk�YKý������YD_�M

þ���ý��LE������_I��	���QM

IJ�öÇ�LNKöÇ8Kk��ý������YD_�M

���%FG�

IJ�öÇ8Kk�YKý��

IJ�öÇ�LNKöÇ8Kk�
�ý�����FG

$%&'年度�	ý�����QM�ìÑ

$%&'年度��QM����OP

����ý��H�����_I��BÁQ7��¾�8ghIK�^��J

����	�����R��8�����¨�É��M

�S�TÏ��Y�M

$%&'年度����~KI������������8�%�IK���

0年度以降の調達においても引き続き、�À75��ï�UV8WX��XX^

��YZ�±��LNK[Ç8Kk��ý������É���XX��KM
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（出典：いずれも、環境省「$%GC年度⼤気汚染状況について§-
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⾃動⾞排出ガスの基準値は、環境省中央環境審議会答申に基づき、道路

運送⾞両法の保安基準等に定められていJ�Mいわゆる⾞検時や型式認証

\��KIù}ø��öÇ#t$ÍBを⾏っておりますM

環境省�$%GC年度⼤気汚染状況���X�$%GC年度⼆酸化窒素の

�	öÇ�%FG��]^�	_‘a�br+''％、⾃動⾞排出ガス測

�brCC%d�r�L�年平均値の推移については、⾼い⽔準で推移が⾒られ

IKJ�M

$%GC年度浮遊粒⼦状物質の環境基準達成状況は、⼀般環境⼤気測

�brCC%F％、⾃動⾞排出ガス測定局で+''�r�L�⼤規模な⻩砂の影

響により達成率が低かった平成G&年度と⽐較していずれも⼤幅な改善が⾒ら

れ、年平均値の推移については、近年ほぼ横合いで推移しています。

9:;<=>�,-?@A+B�CD

9EFGHIJK�,-?@A+B�CD



���-./0�����1�"’$%&

%0��1234��	
5
6789:�;<

(}cdÜe;<省報道発表資料「⾃動⾞エコ整備に関する調査検討会報告書について」）
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国⼟交通省における「⾃動⾞エコ整備に関する調査検討会」の報告書

(fGG%&）によれば、⾃動⾞の点検整備におけるägG排出量の削減効果は

２％程度あります。 検査場での審査業務を通じ、⾃動⾞ユーザーの点検整備

����	 v�¥¦�J��M
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（出典：環境省「$%GC年度⾃動⾞交通騒⾳の状況について」-
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⾃動⾞騒⾳の基準値は、環境省中央環境審議会答申に基づき、道路運

送⾞両法の保安基準等に定められていJ�Mいわゆる⾞検時や型式認証時に

�KI⾃動⾞騒⾳の基準適合性審査を⾏っておりますM

環境省「平成GC年度⾃動⾞交通騒⾳の状況について」によると、環境基準

の達成状況は、近年を⽐較すると緩やかな改善傾向にあLJ�M
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